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則を表わす。とこに Iは収入純保険料 (netinsurance premiums)を，M1士支払保険金(insuranccmoney)ま
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かくて，巨視的事前的には必ず 5← 5'>0であヲて，減価額 (5-5')は必ず正の値をとる。モして， 己の正値
をとる減値額を M と定義するのが上認公式(i)である。ところで Nrはとのように定義されるが， いま，減価額
がモ心まま常l三保険者によって模補されると仮定する左G:-x， との Mは先さり公式〔りに見たI長補額 M と同じこ
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( 2 ) 
私l土面わゆる rCIF取引Jを，己乙で，二つに分類する。「システムAJと「システムBJがこれである。シス
テム Lでは， C， i， F心合算組5を保険i囲網(全部保険を仮定とするゆえ， 保険金額でもある〕己しτ契約する
のに対し亡， γステムBでは， Cだけを保険価額とし亡契約L，他の投入項目t，F ~と無保険心ままに放置する。
ことに両者の相違がある。
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。)の右辺 Vを， (同の右辺 s'十M(産出総額〕と区別して， r産出純額jと呼lまう。けだし， 5'は当該海上貿易商
















S~一令5' の過程を考えた。これは moncy termの表現である。己己で，これを realtcrm H=.表現するとすれば如


















虫記支 ~J 豆主主塾宝 若干宅建， 1 E'l同 持悶:~ 011 
当墨案-'J三宰Eさ蛍 詰兵!神 1 ~1< 誌同~~ ils:r 
にみもびく。こ心ωの左辺は，到達地における産出純価額 S'を商品到達個数 j¥l'で割って得bれる商としτ，r産
出単価iJと名づけることが出来上う。か〈て， (8)， ~4)か 0 ，




















すでに(1)1て見たように CとTとFとの合算額が5であるが，いま，とれ"C， 1， Fが価額にbいてそれぞれ






である。ここで， α，sJ r l'土損害保険業界に言わゆる「保険価額または保険金額の割り振り」に相当する。したが
って，ク yームの場合にも，当然に，との「割担振り すなわち什保割合に応じた填補がなされる。いま，発送時
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S' c l' F' (唱 一一=十一+一一N' N" N" N' 






(Cα I~ C' 
自由 ~ 1-sI=1' 
l F-y I=F' 
にみちびくことが出来，己己で，当然に， 0く日くlであり， したがって，公式(iりに照bしてみて，
。時 I'=1-sI>L
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こでは，投入項目の C，1， Fナべてが洩れ在〈保険につけられる。ところで，いま， CIF取引を海上貿易から陸
上貿易K移して考えるに，上記ジステムAとは異なって， 保険につける項目立ただCだけであって， 1， F ~無保
険に放置するケースがしばレば見うけられる。私の言わゆる 10'ステムBJがこれである。
とのシステムでは，営業保険料1，運賃FIi現実には危険に古bきれてHるKも拘らず， これを無保険に放置し
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こで，クレームが生じ， C がC'~仁左る。巨視的事前的考察なるをもって， 多数の契約のうちには必ずグレームセ
生じるものがあることが事前に考えbれる。ために， Cはグレームによっ亡価直のより小言い C'になる。しかし，
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~ì C' -N'k~O 
したがって，。'1 c' N' 
にみもびく。かくてj 制，例から，
@j c c' N. N' 
の関係に到達するが， liJ' L..明きらかに，
ω c c'うλ N' 'N 
である。例主見よ。すなわちz 商品単価キ投入単価 であって，商品単価を回収しただけでは投入単価を回収した乙とにならな
い。換言すれば，保墳につけた商品の総価額を回収しただけでは投入総額主回収するととにならないロそこに，マイナスの不均
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る販売単Iliが現;廷の売買価格として成り立つはずである。巨視的事前的には必ずそうでな〈ては友らぬ。よって，
投入絃領令部を回収しうる販売単価について見るに，上掲倒の両辺'aNで割ると，
M c'十M+I+L 5 N N 
二一 5
となれ左辺には τ がふくまれる。換言すれば，HJ売単価でのうちには純保険料Iの相当額がふくまれτいる。A 
「保険料1 :コストのーっとして商品価格のうちにふくまれる」とh うのは世人の健全な常識である。
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